
「みやざき感謝プロジェクト」の展開

H23.4.22 宮崎県

被災地・被災者の復旧・復興へ 『届けよう みやざきの思い』

【被災地支援】 【避難者支援】
○人的支援（県・市町村職員、民間人材等） 公営住宅等への受入、生活必需品の提供、被災児童・生徒の受入、

医療・救護、消防・警察、避難所運営、児童福祉、行政機能支援、 雇用の確保・就業支援、被災者の心身のケア、生活相談、

土木技術、ボランティア 等 ホテル・旅館・公共宿泊施設の活用 等

○物的支援・義援金 【被災産業支援】
日赤・共同募金会の義援金、県・市町村の備蓄物資 被災県の県産品フェア開催、被災企業等ワンストップ相談、

県民・企業等からの義援物資、県産品・県産材等の活用 等 被災地域の家畜受入、水産業連携による被災地経済復興促進 等

※ 支援内容は今後の想定を含む。

宮崎らしさ 感謝の思い 独自の基金

おもてなしの心・豊富な一次産品 口蹄疫・新燃岳等支援への感謝 県民・企業等からの寄附

県民、企業・団体

連 携 ・ 協 力
市 町 村 県

「ニーズ」 被災地・被災者のニーズや実態を踏まえた、迅速・的確な支援。

【基本的な考え方】 「連 携」 県、市町村、企業・団体、県民の連携・協力。国・全国知事会等との連携。

「継 続」 中・長期に及ぶであろう復旧・復興過程を見通した継続的な支援。


